
臨床医学に大きく役立つ顕微鏡検査のすべてが

ここにある! これが私の第一印象である．本書

は微生物検査だけでなく，細胞診，血液像，尿沈

渣，病理などの顕微鏡検査法があまねく，しかも

互いに連携を保って網羅・解説されており，これ

が本書の最大の特色である．すなわち，横断的な

編集であり，しかも各分野が有機的に連携されて

いて，統一した視点から編集されている．今日の

臨床医学に最も欠けている部分は本書によって埋

められるものと考える．

これまでは，そうではなかった! 病院や検査

センターにおける顕微鏡検査は，各分野に分かれ

て行われており，互いの連絡や接触は希薄であっ

た．臨床検査法の教科書も同様であった．すなわ

ち，縦割りの検査が行われており，教科書も縦割

りだったのである．皆がたこ壺にこもっているの

で，互いの様子は互いによくわからない．たこつ

ぼから臨床へ有用な情報を発信することはできる

だろうか？ できるわけはなく，これが今日の臨

床検査・臨床医学の大きな欠陥となっていたが，

本書はその欠陥を埋める良いハンドブックとなっ

ている．編者の先生方の力量に負うところが極め

て大きいが，わが国の微生物検査に携わる医師と

臨床検査技師の中で，本書の編集代表である菅野

治重先生を知らない人はいない．

本書は，菅野先生をはじめとする編者の方々お

よび執筆者の方々が他の分野にも広く名を知られ

るようになる第一歩の一冊でもあると思われる．

それは本書が，微生物検査の領域だけではなく，

広く他の臨床検査，のみならず，広く臨床医学全

体の中で顕微鏡検査によって得られる情報を最大

限に生かすためには，どのような知識と技術の習

得が必要なのかを解説した本だからである．微生

物検査以外の分野に携わる方々にも薦めたい一冊

であり，もちろん，微生物検査に携わる方々にも

薦めたい一冊である．

本書を読むことによって自分の目が大きく開か

れることは間違いないが，現に顕微鏡検査に携

わっている医療者のみならず，これからこの分野

に進む学生らなどにとっても，たこつぼ的な知識

の枠を超えて広い視野を与えてくれる必読の一冊

であり，臨床検査・臨床医学における自分の存在

価値を高めてくれることは間違いない!
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